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NHK経営計画 ２０１５－２０１７年度 
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ニュース・報道番組の充実 

「日本、アジアの一日を伝える」をコンセプトに２０１５年４月放送開始
平日２０時から４５分間、その日の出来事をせき止め、深掘りして発信
 海外取材が豊富な記者をキャスターに起用。現地で自ら取材、リポート
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ＮＨＫワールドＴＶ初の大型討論番組。２０１５年４月より放送
世界のオピニオンリーダーが集い、日本と世界が直面する課題の解決に向けて提言
年１０本程度、週末に放送

第1回 4/25放送 「日はまた昇るか？Ｍａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎの潜在力」 

第2回 5/2放送 「世界の中の日本経済」 

第4回 9/12放送 「新時代のパワーバランス～中国の台頭に日米はどう対応するのか～」 

第7回 2/6放送 「ＡＳＥＡＮ経済統合はアジアの新たな成長エンジンになるか」 

第8回 3/5放送 「シリコンバレー発“イノベーションの未来”」 ノーベル経済学賞、
スティグリッツ教授も出演

（第２回）

ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組①

ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組②

ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組③

NEWSROOM TOKYO（４５分） 

番組④（15分） 

ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組⑤

ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組⑥

2015 

２０時台に
｢NEWSROOM TOKYO｣を新設 

●大型ニュース番組「ＮＥＷＳＲＯＯＭ ＴＯＫＹＯ」新設

● 大型討論番組「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」新設

など



ニュース・報道番組の充実 

２０１６年４月から毎正時の看板ニュース番組にＮＨＫの名前を冠し、リニューアル
「アジア・コーナー」を新設するなど、国内外のリポートや解説を増強
更に見やすく分かりやすく、視聴者の意見なども踏まえて演出を大幅に改善

２０１６年４月から平日２０時台に１５分間放送
日本国内のビジネスリーダーや、科学技術、文化、スポーツなど、世界各地で
  活躍する様々な分野のキーパーソンの今を聞く 
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マレーシア元首相 
 マハティール・ビン・モハマド 

（４月６日放送）

ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組①

ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組②

ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組③

NEWSROOM TOKYO（４５分） 

Direct Talk（15分） 
ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組⑤

ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ

番組⑥

●「ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ」とし，アジア情報を強化

2016 

●インタビュー番組「Direct Talk」新設

２０時台
｢NEWSROOM TOKYO｣ 

の後に
「Direct Talk」を新設 

建築家
隈研吾

（４月５日放送）



日本の先端医療を
紹介する番組

重点地域の好適時間帯に合わせた番組編成 

「 Medical Frontiers」 「 Japan Railway Journal」 「SAMURAI WHEELS」 

「 TOKYO EYE 2020」 「 Trails to Tsukiji」 「 Journeys in Japan」 

日本の鉄道情報を
世界に発信

日本の自動車産業や
クルマ文化を伝える

築地市場からスタートし
日本の一級の食材を紹介

２０２０年に向けて
変わりゆく東京の姿を発信

外国人リポーターが
日本各地を旅する
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地域発の情報を世界へ発信 １ 

◆ 「 Hometown Stories 」 

 

 
 

「地に足の着いた誠実な番組」(オーストラリア・２０代女性)  
「ＮＨＫはなんと心温まるドキュメンタリーを制作するのかと驚いた」 
(イタリア・４０代女性) 

 

＜10/25 放送＞「学校再開 過疎の島がよみがえる～瀬戸内海 男木島～ 」 (高松局)  
＜1/31 放送＞  「“いるだけ”で何ができるんだろう？」(仙台局) 
＜2/28 放送＞  「母と子 初めてささげる祈り～戦後70年 広島」(広島局) 

•２０１５年１０月に新設
•日本各地の暮らしや文化、産業などを描いた、
ＮＨＫの地域放送局制作の番組を英語に吹き替えて放送 

 

       

 
 

 

モニターから
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小さな酒蔵の挑戦 
5月19日放送 ＮＥＷＳＬＩＮＥ 山口局 

葉っぱビジネス 
7月14日放送 ＮＥＷＳＬＩＮＥ 徳島局 

◆地域放送局からの英語リポート 

4月…18本 7月…15本 10月…16本 1月…12本

 5月…12本 8月…12本 11月…17本  2月…24本

6月…11本 9月…16本 12月…13本 3月…21本

２０１５ ２０１６ 

◆ 「 J-Trip Plan 」 

 
 

•初の実用的な日本観光情報番組。２０１６年４月に新設
•２０２０年に向け日本への関心をさらに高めるべく、
東京や京都にとどまらない日本各地の魅力を発信 

 

＜4/18 放送＞ 
「ニッポン発見！驚きの風景／大阪近郊の隠れスポット

尼崎「工場夜景」」 

＜4/4 放送＞ 
「とっておきの桜の風景／愛媛・島の「道の駅」をレンタサイクルで巡る」 

(前年度比21％増） 



地域発の情報を世界へ発信 ２ 

本格的な冬の観光シーズンを前に北海道に関連する７０の番組
を集中編成 

● 北海道特集（１１月） 
「So Hokkaido !」 

● 東北特集（９月） 
「TOTALLY  TOHOKU！」 
東北の魅力を紹介する全６３番組を集中編成 

仙台局が番組視聴会行い、地元にＰＲ 

「Journeys in Japan」 (宮城・鳴子温泉） 
「Dining with the Chef」(秋田・きりたんぽ鍋） 
「Seasoning the Seasons 」(福島・会津）等 

★受信環境整備チームと編成チームがタイアップして、マーケティングを  
    実施。その結果をもとに番組を選定 

視聴者ターゲット、 
どう絞る？ 

北海道は特に 
シンガポール、タイ、 
香港で人気がある 

特集番組・検討 
そのような人達は驚くほ
ど日本のことを知ってい
る。ありふれた内容では 

見てもらえない 

番組選定・視聴誘導 
ディープな番組をライン
ナップし、フェイスブック広
告などでターゲット層にPR 

◆視聴者から 
・美しい映像の番組をありがとう。内容、画
質がずば抜けてよかった（スイス・視聴者） 

・番組を見て北海道に行こうと決めた 
 （アメリカ・視聴者）  

◆地元自治体から 
ＮＨＫと協力して北海道の魅力を十分発信
できた。今後とも連携していきたい 

札幌局は、新千歳空港・国際線ターミナ
ルのデジタルサイネージや、 
JR札幌駅のピラービジョンで 
「So Hokkaido !」の動画を放映するなど、
PRを展開 

◆地元の観光関係者 
「映像も美しくすばらしかった。まだ知られていない東北の
魅力をもっと海外へ発信してほしい」「世界に映像とともに
発信していただくことが東北の元気になる」 
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テレビとラジオ両方で、主要な携帯端末に対応した無料アプリを提供 
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２０１４年３月 ２０１４年９月 ２０１５年３月 ２０１５年９月 ２０１６年３月 

ＮＨＫワールド アプリ累計ダウンロード数

（万） 

多様化する新デバイスに対応 

Amazon Fire TV 

新型Apple TV 

無料アプリで提供 

ライブストリーミング（放送同時の提供）
とオンデマンド（放送後の提供）でサービス

ライブストリーミング（放送同時の提供）のほか、 
オンデマンド（放送後の提供）も２０１６年度中に利用可能に 

テレビ

ラジオ
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訪日外国人観光客向けプロモーション 
～ＮＨＫ ＷＯＲＬＤアプリの普及促進～ 
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   10番組/ 
 30番組 

12番組/ 
  35番組 

15番組/ 
  44番組 

17番組/ 
  58番組 

21番組/ 
  52番組 

①現地の国でのＰＲ

電車や駅での広告 

②飛行機内

機内誌での広告 

③日本に到着

関西空港到着ロビーの大型モニター 

④日本国内

英語マップ 

⑤日本から帰国

成田・羽田・関空・中部のTVモニター 

旅行雑誌での広告 

イベント出展 リムジンバスの 
チケットホルダー 

リムジンバスの 
英語版時刻表 

外国人に人気のフリーペーパー 

成田空港 大型看板 
（第１ターミナル出発ロビー、第２ターミナル出発ロビー） 

スマホで簡単に視聴 

アプリ案内チラシ 
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プロモーション  北米 

■ニューヨーク・ワシントンＤＣ 
大規模プロモーション(５月～７月) 

 

全米のPBS(公共放送局)の編成幹部が集まる会議で、 
  料理番組｢Dining with the Chef」の行正り香シェフが 
   トークショーを行うなどプロモーションを実施 

■アトランタAPT秋季会議(１１月９日～１２日) 

 
  

タイムズ・スクエア（ニューヨーク）   
  の大型モニター、空港内のモニターでPR動画を上映 
CNNのサイトで広告を配信 

APTのCynthia Fenneman会長およびPBS編成幹部に対して、 
ＮＨＫワールドＴＶの北米での配信拡充をアピール 

■Japan Week （３月１０日～１２日） 
ニューヨークで最大規模の日本関連イベントに出展 
｢震災５年」関連番組と、３月に開通する北海道新幹線 
   を含めて東北・北海道の魅力を伝えた 

9 

｢ラスト・ワンマイル」整備 
 
  

全米主要８都市の地上デジタル局、ケーブルテレビ等で 
  ２４時間視聴可能に 
北米の主要２５都市のうちワシントン州シアトル(１月～)と 
    ノースカロライナ州シャーロット(２月～)でも新たにスタート 
 

シアトル 

サンフランシスコ 

ロサンゼルス 

シカゴ 

ニューヨーク 
フィラデルフィア 
ワシントン 
シャーロット 

２４時間配信・既存（６都市） 
２４時間配信・新規（２都市） 

２４時間配信   １，９０８万世帯 
ブロック配信※  ８，０２１万世帯 

合計 ９，９２９万世帯  ※ブロック配信：全米各地のPBS系公共放送局を通じてニュースなど一部の番組を配信 



プロモーション アジア 
ジャカルタ ジャパンナイト(4月) 

バンコク アニメ・フェスティバル・アジア(4月～5月) 

ベトナムTouch (7月) 

クアラルンプール 盆踊りフェスティバル(9月) 

ジャカルタ アニメ・フェスティバル・アジア(9月) 

インドネシア インドビジョン 放送開始キャンペーン      
                           ( 10月) 

シンガポール アニメ・フェスティバル・アジア( 11月) 

ミャンマーJapan Pwe Taw(12月) 

クアラルンプールComic Fiesta(12月) 

期間：２０１６年１月下旬～２月下旬 
 

•タイ旅行博など３つの大型イベントに連続出展 
•バンコク市内の駅や電車内でＮＨＫワールドＴＶの広告を大規模に掲載 
•｢Journeys in Japan」 ｢TOKYO EYE 2020」など 旅番組を中心にＰＲ 

タイ 大規模キャンペーン  

●タイからＮＨＫワールドのホームページへの訪問者数が、プロモーション終了後に 増加  

0 

10000 

20000 

30000 

40000 

イベント期間中 
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国内での視聴環境とＰＲの取り組み 

 
 

総合テレビ  

ＮＨＫワールドＴＶをＰＲする 
「Ｄｏｋｉ Ｄｏｋｉ！ワールドＴＶ」が 

２０１５年４月からスタート 

「ＮＨＫのど自慢」予選会 ＮＨＫワールドをＰＲ 

ＮＨＫのど自慢の予選会でのＰＲ 

１０月 香川県三豊市 １０月 宮崎県日向市 
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ＮＨＫワールド 
グッズ配布 パネル展示  

（広報局と連携） 
 

毎週日曜午後１０:４０～(１０分)他 
 

 国内ホテルでの視聴働きかけ 
 

首都圏、関西を中心に大手ホテルで客室配信 パンフレット常設ホテルも 

 ＣＡＴＶやＩＰＴＶでの視聴拡大 
 

J:COM TV、ひかりTVなど２９事業者、約５８０万世帯 （２０１６年３月現在） 



インターネットの充実 １ 
 

２０１４年 
 
◆ ライブストリーミング、ニュースクリップ 

  掲載 。情報性、速報性に注力。 
  気象情報、マーケット情報も 

 

２０１５年 
６月  

ビデオ・オン・デマンド(ＶＯＤ)スタート 

欧米中心に普及し海外視聴者の要望が高かった  
  VODサービスを、ＮＨＫワールドＴＶに導入。   
国際放送独自制作の１３番組でスタート 

２０１６年 
◆２０１６年４月からは２７番組に倍増 
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１７言語全ての外国語 
   ウェブサイトでテキストと音声による   
    ニュースを提供 

アラビア語 

ビルマ語 



インターネットの充実 ２ 

      

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

60,000 

70,000 

ＮＨＫ ＷＯＲＬＤ ＶＯＤ 週ごとの再生回数推移 

欧米・アジア 
１０カ国向けに 

ＮＨＫ ワールドＶＯＤを 
ＰＲするフェイスブック広告 

 
ファンサイトやツイッターを 
通して情報が拡散し、 

アクセス増加 

 
競技の主催団体が 
フェイスブックで告知 

 
 
 
 
 
 

香港市民の台湾移住の
話題。香港、台湾からの

アクセス増 

アジアや日本の今を描く 
ドキュメンタリーシリーズ
（外国人ディレクターと 

共同制作） 
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第４四半期の後半、Facebookでの大規模広告展開により、週間再生回数が直前の３倍まで急上昇。 
年度内を通じて再生回数が着実に増加し、特定番組への集中アクセスを差し引くと、再生回数は  
  サービス開始時の水準の２倍以上に増加。 

「NEWSROOM TOKYO」 
BABYMETALインタビュー 

「ULTRA-TRAIL Mt. FUJI 2015」 

「Asia Insight」 「Inside Lens」 

2/25～3/20 
大規模広告展開 

再生回数は 
サービス開始時の 
２倍以上に増加 
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インターネットの充実 ３ 
 

SNSを効果的に活用してニュース・番組情報などを発信 
ニュース企画やおすすめ番組、イベント情報などを 

Facebookでも発信 

おすすめ番組 

熊本地震に関するニュース企画記事も
きめ細かに発信 

イベント情報 

ＮＨＫＷＯＲＬＤ 公式Facebookページ 

ニュース企画 
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実施体制の強化 
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 報道局との連携を強化、全国の放送局からの英語リポートを増強。 
 広報局との連携を強化、国内における周知広報を強化。 
 
 経験豊かなＮＨＫ幹部がＪＩＢに出向し、経営計画に沿った 
      一層効率的な受信環境整備を推進。 
 重点地域での受信環境整備・プロモーション強化のため、 
     アメリカのコンサルタントを１名から３名体制に増強。 
     アジア専門 の代理店と初めて契約。 

 海外特派員経験者により、制作・取材体制を強化。 
     大型ニュース番組のキャスターにも起用、独自に現地中継。 
 経験豊かなシニア世代を原稿制作やデスク業務に配置。 
 欧米のジャーナリストによるトレーニングを毎週実施。 
 



評価をふまえた施策の改善 

国際社会の“日本への理解の促進” 
（ＮＨＫ経営計画2015-2017年度） 

日本全般・国民性・政治面・ 
経済面・文化面の５項目 

日本の理解度 

認知率 
四半期リーチ率 

量的評価 

国際戦略調査の指標体系 

●国際戦略調査～重点地域で定期的に調査を実施し、番組・編成の改善
やプロモーションの取組みを進めていく 

調査頻度  年4回 
（シンガポール、イギリス、フランスは、第1,3四半期のみ実施） 

対象者 

調査項目  ＮＨＫに関する量的指標（認知率・リーチ率） 
 日本の理解度 

対象国  6か国、2都市（ワシントンＤＣ、ニューヨーク、タイ、

インドネシア、シンガポール、イギリス、フランス） 

 サンプル数：各国1,800 （DC・NYは1,000） 
 年齢：18～69歳までの男女 

  ※マスコミや広告代理店・ＰＲ会社など、メディア知見があ

る職業の人を対象から除外 

▼調査概要 

検証・次期への 
施策確認 

国際放送の 
方針決定・更新 

国際戦略調査 
実施・ 

調査結果分析 

経営委員会報告 
（四半期報告公開） 

四半期毎のサイクル 

NHKの国際放送の目的 

形式  ウェブ調査 
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国際戦略調査 27年度第４四半期の分析結果 

インドネシア 

ニューヨーク市 

ワシントンDC 

タイ 

シンガポール    

フランス 

イギリス 

政治
面 

リーチ  :90.0% 
非リーチ :64.4% 

DC 

10.0% 
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 ※斜体で記載している国（イギリス・フランス・シンガポール）は、 
  第４四半期調査の対象外であるため、第３四半期調査の結果 

：過去調査と比較して統計的に低くなった項目 

：過去調査と比較して統計的に高くなった項目 
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